坂本仁教授略歴及び主要研究業績 by unknown
坂
本
仁
教
授
・
略
歴
及
び
主
要
研
究
業
績
一
出
生
一
九
四
七
年
五
月
一
六
日
東
京
都
中
野
区
宮
園
町
に
生
ま
れ
る
。
二
学
歴
一
九
六
三
年
四
月
埼
玉
県
立
松
山
高
等
学
校
入
学
一
九
六
六
年
三
月
埼
玉
県
立
松
山
高
等
学
校
卒
業
一
九
六
六
年
四
月
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
英
語
英
文
学
科
入
学
一
九
七
〇
年
三
月
同
上
卒
業
一
九
七
〇
年
四
月
早
稲
田
大
学
（
教
育
学
）
英
語
英
文
学
専
攻
科
入
学
一
九
七
一
年
三
月
同
上
修
了
一
九
七
一
年
四
月
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
英
文
学
専
攻
修
士
課
程
入
学
一
九
七
五
年
三
月
同
上
修
了
一
九
八
三
年
四
月
〜
八
四
年
三
月
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
客
員
研
究
員
二
〇
〇
七
年
四
月
〜
〇
八
年
三
月
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
客
員
研
究
員
三
職
歴
一
九
七
七
年
四
月
立
正
大
学
教
養
部
専
任
講
師
一
九
八
二
年
四
月
立
正
大
学
教
養
部
助
教
授
一
九
九
〇
年
四
月
立
正
大
学
教
養
部
教
授
一
九
九
五
年
四
月
立
正
大
学
法
学
部
教
授
（
教
養
部
改
組
に
伴
い
法
学
部
分
属
）
（
非
常
勤
講
師
歴
等
は
、
省
略
）
四
所
属
学
会
日
本
英
文
学
会
、
日
本
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
学
会
、
早
稲
田
大
学
英
文
学
会
、
早
稲
田
大
学
英
語
英
文
学
会
五
主
要
研
究
業
績
⑴
単
著
『
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
作
品
研
究
』（
鳳
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
『
裏
返
し
の
で
き
な
い
砂
時
計
』（
青
弓
社
、
一
九
九
三
年
）
⑵
共
編
著
『
映
画
で
読
み
解
く
現
代
ア
メ
リ
カ
』「
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
を
め
ぐ
る
攻
防
」（
明
石
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
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『
９
・
１
１
と
ア
メ
リ
カ
』「
帰
還
後
の
悪
夢
」（
鳳
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
『
言
語
表
現
と
創
造
』「『
日
陰
者
ジ
ュ
ー
ド
』
の
視
界
」（
鳳
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
『
マ
ー
ジ
ナ
リ
ア
』「
伝
説
へ
の
挑
戦
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
『
蠍
の
神
様
』」（
音
羽
書
房
鶴
見
書
店
、
一
九
九
九
年
）
⑶
共
訳
書
Ｄ
・
Ｊ
・
シ
ャ
ル
ク
ロ
ス
╱
Ｄ
・
Ａ
・
シ
ス
ク
╱
斎
藤
勇
監
訳
『
直
感
』（
日
本
教
文
社
、
一
九
九
七
年
）
ベ
ン
チ
ョ
ン
・
ユ
ー
╱
池
田
雅
之
監
訳
『
神
々
の
猿
』（
恒
文
社
、
一
九
九
二
年
）
⑷
論
文
?ア
メ
リ
カ
の
疾
病
・
医
療
・
保
険
を
め
ぐ
る
映
画
」（「
立
正
法
学
論
集
」
第
五
十
巻
一
号
、
二
〇
一
六
年
）
?赤
狩
り
旋
風
と
映
画
」（「
立
正
法
学
論
集
」
第
四
十
八
巻
二
号
、
二
〇
一
五
年
）
?ア
メ
リ
カ
の
黒
人
問
題
と
裁
判
映
画
」（「
立
正
法
学
論
集
」
第
四
十
七
巻
二
号
、
二
〇
一
四
年
）
?ア
メ
リ
カ
の
企
業
裁
判
映
画
」（「
立
正
法
学
論
集
」
第
四
十
五
巻
二
号
、
二
〇
一
二
年
）
?レ
イ
プ
告
発
映
画
」（「
立
正
法
学
論
集
」
創
立
三
十
周
年
記
念
論
集
、
二
〇
一
二
年
）
?ア
メ
リ
カ
の
軍
事
裁
判
映
画
」（「
立
正
法
学
論
集
」
第
四
十
四
巻
二
号
、
二
〇
一
一
年
）
?ア
メ
リ
カ
映
画
の
刑
事
収
容
施
設
」（「
立
正
大
学
法
制
研
究
所
研
究
年
報
」
第
十
五
号
、
二
〇
一
〇
年
）
?ア
メ
リ
カ
映
画
の
法
廷
劇
」（「
立
正
法
学
論
集
」
第
四
十
三
巻
二
号
、
二
〇
一
〇
年
）
?『
日
陰
者
ジ
ュ
ー
ド
』
の
世
間
」（
立
正
法
学
論
集
第
三
十
八
巻
二
号
、
二
〇
〇
五
年
）
?広
告
文
化
論
日
米
の
広
告
比
較
に
向
け
て
」
（「
立
正
法
学
論
集
」
第
三
十
五
巻
二
号
、
二
〇
〇
二
年
）
?変
身
物
語
に
つ
い
て
」（「
立
正
法
学
論
集
」
第
三
十
四
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
一
年
）
?「
絵
」
と
「
眺
め
」
の
対
比
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
『
眺
め
の
い
い
部
屋
』」（「
立
正
法
学
論
集
」
創
立
二
十
周
年
記
念
論
集
、
二
〇
〇
一
年
）
?Ｗ
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
「
特
命
全
権
公
使
」」（「
立
正
法
学
論
集
」
第
三
十
三
巻
三
・
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
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?ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
「
ク
ロ
ン
ク
ク
ロ
ン
ク
」」（「
立
正
法
学
論
集
」
第
三
十
二
巻
三
・
四
号
、
一
九
九
九
年
）
?日
米
の
新
聞
コ
ラ
ム
」（「
立
正
法
学
論
集
」
第
三
十
一
巻
三
・
四
号
、
一
九
九
八
年
）
?ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
『
二
枚
舌
』」（「
立
正
法
学
論
集
」
第
三
十
巻
一
〜
四
号
、
一
九
九
七
年
）
?バ
ー
ナ
ー
ド
・
マ
ラ
マ
ッ
ド
『
修
理
屋
』」（「
立
正
法
学
論
集
」
第
二
十
九
巻
一
・
二
号
、
一
九
九
六
年
）
?物
語
に
つ
い
て
」（「
立
正
大
学
教
養
部
『
紀
要
』」
第
二
十
八
号
、
一
九
九
六
年
）
?ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
『
紙
人
間
』」（
立
正
大
学
教
養
部
論
集
『
ロ
ー
タ
ス
』
第
二
十
八
号
、
一
九
九
四
年
）
?Ｗ
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
『
可
視
の
闇
』」（
立
正
大
学
教
養
部
『
紀
要
』
第
二
十
七
号
、
一
九
九
三
年
）
?Ｗ
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
『
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
』」（
立
正
大
学
教
養
部
『
紀
要
』
第
二
十
六
号
、
一
九
九
二
年
）
?Ｗ
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
『
尖
塔
』」（
立
正
大
学
教
養
部
『
紀
要
』
第
二
十
五
号
、
一
九
九
二
年
）
?Ｗ
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
『
自
由
な
転
落
』」（
立
正
大
学
教
養
部
『
紀
要
』
第
二
十
三
号
、
一
九
九
〇
年
）
?Ｂ
・
マ
ラ
マ
ッ
ド
『
フ
ァ
イ
デ
ル
マ
ン
の
絵
』」（
跡
見
学
園
女
子
大
学
英
文
学
会
『
跡
見
英
文
学
』
第
三
号
、
一
九
九
〇
年
）?ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
『
ピ
ン
チ
ャ
ー
・
マ
ー
テ
ィ
ン
』」（
跡
見
学
園
女
子
大
学
英
文
学
会
『
跡
見
英
文
学
』
第
二
号
、
一
九
八
九
年
）
?Ｗ
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
『
後
継
者
た
ち
』
の
視
点
」（
早
稲
田
大
学
英
語
英
文
学
会
『
英
語
英
文
学
叢
誌
』
第
十
七
号
、
一
九
八
七
年
）
?バ
ー
ナ
ー
ド
・
マ
ラ
マ
ッ
ド
の
『
神
の
恩
寵
』」（
立
正
大
学
教
養
部
『
紀
要
』
第
二
十
号
、
一
九
八
七
年
）
?Ｂ
・
マ
ラ
マ
ッ
ド
『
神
の
恩
寵
』
背
景
・
状
況
設
定
・
登
場
者
に
つ
い
て
」（「
ほ
ら
い
ず
ん
」
会
『
ほ
ら
い
ず
ん
』
第
十
九
号
、
一
九
八
七
年
）
?Ｗ
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
『
蝿
の
王
』」（
立
正
大
学
教
養
部
『
紀
要
』
第
十
八
号
、
一
九
八
五
年
）
?『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
四
重
奏
』
鏡
と
構
想
」（
立
正
大
学
教
養
部
『
紀
要
』
第
十
五
号
、
一
九
八
二
年
）
?道
化
・
鏡
・
影
」（「
ほ
ら
い
ず
ん
」
会
『
ほ
ら
い
ず
ん
』
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第
十
四
号
、
一
九
八
一
年
）
?『
ド
リ
ア
ン
・
グ
レ
イ
の
画
像
』
の
鏡
」（
立
正
大
学
教
養
部
『
紀
要
』
第
十
四
号
、
一
九
八
一
年
）
?『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
四
重
奏
』
そ
の
神
秘
的
世
界
に
つ
い
て
」（「
ほ
ら
い
ず
ん
」
会
『
ほ
ら
い
ず
ん
』
第
十
二
号
、
一
九
七
九
年
）
?ロ
ー
レ
ン
ス
・
ダ
レ
ル
『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
四
重
奏
』
?相
対
性
原
理
の
導
入
」
を
め
ぐ
っ
て
」（「
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」
同
人
会
『
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
』
第
三
号
、
一
九
七
八
年
）?バ
ー
ナ
ー
ド
・
マ
ラ
マ
ッ
ド
『
ア
シ
ス
タ
ン
ト
』」（
早
稲
田
大
学
英
文
学
会
『
英
文
学
』
第
四
十
号
、
一
九
七
四
年
）
⑸
エ
ッ
セ
イ
?戦
後
日
本
の
コ
ミ
ッ
ク
、
ア
ニ
メ
、
映
画
に
お
け
る
宮
崎
駿
の
位
置
（“T
he P
osition of H
ayao M
iyazaki in the
 
P
ost
?W
ar
 
Japanese
 
C
om
ics,
A
nim
ation
 
and
 
M
ovies”
）」（
立
正
大
学
法
制
研
究
所
「
研
究
年
報
」
第
九
号
、
二
〇
〇
四
年
）
?勤
勉
と
怠
惰
に
つ
い
て
」（「
立
正
法
学
論
集
」
第
三
十
二
巻
一
・
二
号
、
一
九
九
八
年
）
?折
々
の
記
（“Som
e R
eflections from M
y D
iary”
）」
（
立
正
大
学
法
制
研
究
所
「
研
究
年
報
」
創
刊
号
、
一
九
九
六
年
）?変
身
に
つ
い
て
」（
立
正
大
学
教
養
部
『
ロ
ー
タ
ス
』
第
二
十
七
号
、
一
九
九
四
年
）
?わ
れ
目
醒
め
た
る
や
そ
れ
と
も
眠
り
た
る
や
？
夢
に
つ
い
て
」（
立
正
大
学
教
養
部
『
Ｌ
Ｏ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
』
第
二
十
六
号
、
一
九
九
四
年
）
?現
実
に
つ
い
て
」（
跡
見
学
園
女
子
大
学
英
文
学
会
『
跡
見
英
文
学
』
第
四
号
、
一
九
九
一
年
）
⑹
テ
キ
ス
ト
『
父
親
時
代
』（F
atherhood by B
ill C
osby
）（
松
柏
社
、
一
九
八
七
年
）
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